
　型絵染という独自の境地を創造し、人間国宝に認定さ

れた芹沢銈介の生涯にわたる芸術性豊かな諸作品の鑑賞

と、戦中に図案指導に訪れた角館での足跡を振り返り、

樺細工に対するその功績を辿る展覧会です。

　芹沢作品は着物・のれん・風呂敷・うちわ・扇子など

の生活用品から、屏風・額など鑑賞用の作品、また本の

装幀・蔵書票・燐票・メニュー・ポスターなどの商業デ

ザインに類したものなど多岐にわたっています。この度

は膨大な作品の中から、市内の公営施設3館(美術館・

伝承館・文学館)でそれぞれの特色を生かした展示を行

います。

　芹沢銈介は柳宗悦の提唱した民藝思想を拠り所にその

実践者として邁進し、運動の中心人物として活躍しま

す。この芹沢と角館との本格的な接点は昭和19年、柳

宗悦とともに来角して樺細工を指導した伝習会に始まり

ます。昭和17年に日本民藝館で開始された樺細工伝習

会は、翌年10月にも同館で実施され、角館は3度目の

開催でした。

　当時の樺細工界の重鎮小野東三とその門下の佐藤省一

郞・菅原二郎・田口芳郎の4人の職人と、柳・芹沢両氏

の2週間にわたる協導作業から、様々な作品が誕生して

います。

　この伝習会が行われたのは太平洋戦争真っ直中で、優

秀な作り手も戦場に駆り出され、その存続が危ぶまれる

切迫した時代でした。この苦難の時代に、後世に伝えた

い仕事を必死に守ろうとした先人の叡智は、戦後の樺細

工隆盛につながっていきます。

　さて、本年3月に発生した東日本大震災は、多くの工

芸品産地に被害を与え復興が困難な仕事もあると聞きま

す。危機的状況は伝習会時に増して厳しいものがありま

すが、この展覧会が東北各地の工芸品と伝統を継承する

たくましい手を持つ職人たちへの一条の光となり、復活

への第一歩となっていただければ幸いです。

　最後になりましたが、開催にあたり多大なるご支援や

ご協力をいただきました。東北福祉大学芹沢銈介美術工

芸館・日本民藝館には心から感謝申し上げます。

　また市民の皆さまには、芹沢銈介が創造した美しく晴

れやかな世界を堪能していただきたく、展覧会の概要を

お知らせいたします。ご来館をお待ちしています。

芹沢銈介展 

－その作品と角館の足跡－

会期　平成23年10月1日（土）
　　　～11月23日（水）
　　　　　※会期中、無休

【会場】　

平福記念美術館　
「沖縄」「四季」「模様」「文字」をテー

マとした着物・屏風・帯・のれんな

ど大型作品の展示

角館樺細工伝承館　
工芸品や東北をモチーフとした作品コーナーと、樺細工

をはじめとする角館ゆかりの作品を展示

新潮社記念文学館　
新潮社版の装幀本や私本・私家本・蔵書票などの出版関

連作品と、自在な動きをみせる文字作品が中心の展示

【開館時間】

9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）

【入館料】

3 館共通券：720 円・2 館共通券：510 円・
単独券：300 円（小中学生は無料・団体割
引券もあり）※仙北市民は無料

■主催：仙北市・仙北市教育委員会　■協力：東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館・日本民藝館・秋田県立近代美術館

■問合せ：平福記念美術館　 54-3888　角館樺細工伝承館　 54-1700　新潮社記念文学館　 43-3333

保健師・看護師募集
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保健課　大坂久美

保健課で母子保健の担当をし

ています。母子手帳発行、乳

幼児の健診や予防接種といっ

た担当の分野だけでなく、成

人の特定健診やがん検診等の

予防活動、高齢者の方の健康

相談なども行っています。住

民の方々とのふれあいや、先

輩保健師からの助言、他職種

の方との関わりなど、様々な

方との出会いで得たものは、

私の貴重な財産となっていま

す。保健師はやりがいを感じ

られる職業です。

角館総合病院　加藤恵梨佳

整形外科病棟で看護師とし

て患者様の日常のケアや検

査・処置の介助などをしてい

ます。まだ、わからないこと

ばかりですが、信頼できる上

司や先輩方の指導のもと患者

様お一人おひとりのニーズに

合った看護ができるよう精一

杯努力していきたいと思いま

す。

神代診療所　高橋昭子

私は宮城県白石市の出身です。

８年前、縁ありまして仙北市

田沢湖にやってまいりました。

現在は、神代診療所の看護師

として診療介助や週一回の在

宅訪問を行っています。診療

所を訪れる方は、地域の人が

主で子供から高齢者まで多様

の方が見えられます。やっと

地域や仕事にも慣れてきまし

たが、なお一層皆様に親しま

れる、信頼される看護師を目

指して地域ケアに関わってい

きたいと思います。

にしき園　菅原真由三

入所している利用者様の医療

措置や投薬、健康管理、そし

て介護員と同様に身体介護も

行っています。施設看護の魅

力は、利用者様と同じ目線に

立ち、寄りそったケアができ

ることだと思います。医師や

介護員、ＰＴとのコミュニケー

ションを大切にし、利用者さ

んが安全で快適な生活を送れ

るように見守っていきたいで

す。

職員インタビュー

広報せんぼく3 2Semboku  City  Public  Relations


